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１ はじめに
2017 年 3 月 1 日厚生労働省は、日本人の平均
















































The Infants Exercise Development and Ball Playing
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７ まとめ
幼児期の運動を考えた場合、運動発達の一般的
な傾向や発達段階における動作のポイントを理解
すると同様に子どもの遊ぶ環境（子どもが安全に
遊ぶ空間の減少、遊ぶ仲間の減少、遊ぶ時間の減
少）の変化を少しでも補う為に子どもが多く集ま
り、大人の目も行き届く保育所や幼稚園などを有
効活用する工夫が大切である。
また、ボール遊びについては、「５ ボール遊び
の特徴」と「６ ボールを使用した動きの段階と
遊びのねらい」を参考に対象となる幼児の興味関
心を把握したうえで展開することが重要になる。
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